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特別活動 

 

合意形成のための思考を促す学級活動の指導の工夫 
― 「合意形成ステップシート」を活用した学級会の取組を通して ― 

 

呉市立港町小学校 隂 菜穂子 

 

キーワード：合意形成 「合意形成ステップシート」 関わり合い 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 
小学校学習指導要領（平成29年）には，特別活

動で育てる資質として，「(２)集団や自己の生活，

人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合

い，合意形成を図ったり，意思決定したりすること

ができるようにする。」1)ことが挙げられている。 

所属校の平成28年度全国学力・学習状況調査に

おける「学級会などの話合い活動で，自分とは異な

る意見や少数意見のよさを生かしたり，折り合いを

つけたりして話し合い，意見をまとめている」の肯

定的回答の割合は37.1％で，広島県平均の58.0％を

下回っている。児童の話合い活動の実態では，立場

が異なる意見を検討せずに，安易に多数派の意見に

流される傾向がある。出された意見について，一度

個人で再思考させ，多面的・多角的に捉えさせた上

で，関わり合わせる指導が不十分であったため，違

いや少数意見のよさを生かした合意形成が図れてい

なかったと考えられる。 

堀裕嗣(2012)は，議論を活性化させるために

は，まず，課題に対し個人で思考し，それを書く過

程が重要であると述べている。そこで，本研究で

は，再思考の手立てとして，「合意形成ステップ

シート」を取り入れ，児童がそれぞれの意見の実行

性を考え，長所と短所をシートに書き出し，価値や

問題点を整理した上で，意見をくらべ合いながら，

話合いに参加できるようにする。また，宮川八岐

（2012）は，話合い活動は自分もよくみんなもよい

と思えることを折り合いをつけて決めるためのもの

であると述べている。「合意形成ステップシート」

に整理したことを基に，異なる立場の者同士が歩み

寄れるような相互理解が深まる働きかけをしなが

ら，みんなが納得できる問題解決策を見いだそうと

話し合っていくことで，合意形成を図ることができ

ると考える。 

このように，「合意形成ステップシート」を活用

して，個人で再思考し，関わり合い，互いの思考を

促すことで，合意形成につながると考え，本主題を

設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 合意形成とは 
石川一喜・小貫仁（2015）は，「合意」とは，

過程に対して納得することであり，様々な人の価値

観，意見，意志がある中で，それらをすり合わせ

て，形を成していくことであると述べている。 

文部科学省／国立教育政策研究所教育課程セン

ター（2016）は，合意形成について，互いの意見の
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違いを超えたり，よさを生かしたりしながら最終的

に「自分もよくてみんなもよい」集団としての意見

をまとめることであると示している。 

これらのことから，合意形成とは，相手の立場

や考え方を互いに理解し，それらのよさを生かしな

がら，合意の過程に納得した上で，集団としての意

見をまとめていくことであると捉える。 

 

２ 合意形成のための思考とは 
波頭亮（2004）は，思考とは「事象の識別」を

行い，「事象間の関係性の把握」をして，それらを

組み合わせていくことであるとし，正しい識別を行

うには，比較をして，そのものらしさを端的に表す

違いを認識することが必要であると述べている。 

田村学（2013）は，思考とは，収集した情報を

再構成し，そこに関係や傾向を見いだすこと，つま

り，他の児童の発言などから得た情報を再構成する

プロセスが「思考」，その結果として生成するプロ

ダクトが「考え」であると述べている。さらに，

「考え」を生み出すプロセスとしての「思考」を自

覚的に，しかも適切に行われるような能力を思考力

と捉えることができると示している。 

杉田洋（2009）は，特別活動においては，限ら

れた時間の範囲の中で，合意形成のために，互いに

知恵を出し合い，一人でも多くの人が納得したり，

一人でも多くの人の考えが生かされたりして，答え

を見付けることが大切であると述べている。 

さらに，南本長穂（2010）は，思考の性質に着

眼することで，効果的な話合いが期待できると述

べ，思考の性質には，表１に示すように，考えを出

し合い，集める「発散的思考」，考えをまとめ，束

ねる「収束的思考」，正しい考えを突きとめ，求め

る「収斂的思考」の三つがあるとしている。所属校

の児童の実態を踏まえ，本研究では，収束的，収斂

的思考に焦点化する。 

 

表１ 南本による話合いにおける三つの思考の性質 

発散的思考 

・自分では，なかなか思いつかないような他の

人の考えや情報への気付き 

・他の人の考えに触発され，それを手掛かりに

自らも少し違った考えの発想 

収束的思考 

・出された多くの考えや情報を，比較，関連付

け，取捨選択 

・出された多くの考えや情報の共通点・相違点

の分析と集約 

・他の人と自分の考えとの関係性の考察 

収斂的思考 
・解答をはっきりさせ，納得できない者への納

得できるまでの説明 

以上のことから，合意形成のための思考とは，

一人でも多くの人が納得できるように，話合いの過

程において，出し合った意見をくらべて，関連付

け，それぞれの考え固有の価値や問題点を考察した

り，解決策を考えたりする中で，みんなにとってよ

い考えを再構成することと捉えることができる。ま

た，それらの思考を児童が自覚的に行うような学級

活動にしていく必要があると考える。 

 

３ 合意形成のための思考を促す学級活動    

にするために 
(1) 学級活動（１）における話合い活動につい

て 

宮川（2012）は，学級活動（１）において，互

いの思いや願いを理解することに努め，知恵を出し

合い，合意点を見いだす集団討議をするのが話合い

活動，つまり，学級会の使命であると述べている。 

教育課程企画特別部会論点整理（平成27年）で

は，意見の違いや多様性を生かしつつ集団としての

意見をまとめていく話合い活動などは，社会参画の

意識や合意形成のための思考力・判断力・表現力等

を養うものであると述べられている。 

これらのことから，学級活動（１）における話

合い活動では，児童が，互いの思いや願いを理解し

合ったり，合意点を見いだすために知恵を出し合っ

たりするなどの合意形成のための思考ができる話合

い活動にしなければならないと考える。 

(2) 合意形成のための思考を促す話合い活動に

するために 

橋本定男（2013）は，話合い活動は「盛り上が

り」ではなく，「深まり」が大切であると述べてい

る。つまり，その学級会の時間内において，次々と

意見が出された拡散した状態から，その先の収束段

階に子供たちが入り，納得のある合意を作り出すこ

とができるかであり，「深まり」とは，子供たちが

意見の違いを乗り越え，折り合いのつけ所を探そう

とするか，自分の主張にこだわらず，互いに聴き合

い，分かり合いを自覚した動きを見せるかなどの姿

を具現することであると述べている。 

有村久春（2003）は，話合い活動には，集団に

よる漸進的な思考があり，話合いのプロセスを前後

しながらその集団の思考を深めていくものであると

述べている。さらに，そこには，問題解決に必要な

情報提供，話合いの基本的な技術等，教師の適切な

指導・援助なども必要であると述べている。 

杉田（2009）は，人間にはそれぞれ多様な価値
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図１ 「合意形成ステップシート」 

・
価
値
や
問
題
点
を
考
え
る
こ
と
で
多
面
的
・
多
角
的
思
考
を
促
す
こ

と
が
で
き
る
。 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
固
有
の
価
値
や
問
題
点
を
、
く
ら
べ
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。 

・
問
題
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
問
題
点
に
基
づ
い
た
解
決
策
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

収束的思考 

・
他
の
児
童
の
発
言
や
板
書
な
ど
、
様
々
な
情
報
を
基
に
、
「
み
ん
な

に
と
っ
て
よ
い
」
考
え
を
再
構
成
し
て
書
く
こ
と
で
、
合
意
形
成
を

し
て
い
く
上
で
の
自
分
の
立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

収斂的思考 

観や考え方があり，その違いや多様性が大きく広が

る中で，今後はこれらの違いや多様性を引き出す指

導を重視して，それらを認め合い，生かし合いなが

ら合意形成を図らなければならないと述べている。 

以上のことから，合意形成のための思考を促す

学級活動とは，問題解決のための話合い活動を通し

て，違いや多様性を引き出すなどの発散的思考か

ら，収束的思考により意見を深めさせ，収斂的思考

により合意形成を図る活動であり，そのためには，

話合いの技術の指導や，考えを見直したり，比較・

検討したりする場の設定等，教師の適切な指導・援

助が必要であると考える。 

 

４ 合意形成のための思考を促す学級活動の

指導の工夫 
(1) 「合意形成ステップシート」について 

橋本（2013）は，深まりが期待できる「対話型

学級会」にするための改善点として①拡散から収束

への局面転換は，話合いの軸をぶれなくさせるため

に，教師が論点を整理すること②違いを大切にしつ

つ，やり方を工夫し，折り合いをつけられないかと

意見をすり合わせさせること③自身の意見を主張

し，相手に反駁するだけに終わらずにお互いの意見

を聴き合い，分かり合うことを大切にさせるための

発言の仕方を助言したり，そのための時間を作った

りすることの３点を挙げている。このことから，稿

者は，収束的思考へと促すために，出された意見の 

 

論点を整理した後，書く活動を設定し，それらの長 

所や短所，解決策などについて，多面的・多角的に

再思考させる時間を話合い活動に取り入れる。 

図１に示す「合意形成ステップシート」は，収

束的思考と収斂的思考の場面で，個人で再思考する

ためのワークシートである。収束的思考の場面で，

賛成・反対に関わらず，それぞれの考えについて，

事柄の実行性を考えながら，価値や問題点・心配な

点を多面的・多角的に考えて右欄に記述する。ま

た，問題点や心配な点をどうすれば解決できるのか

を書く欄を設けることで，問題解決型思考を促すこ

ともできると考える。それらの考えを全体で交流し

て，他の人から得た情報を基に，活動の目的に合っ

たよりよい内容や方法を再構成するための欄が左側

である。「自分だけがよい」「あなただけがよい」

から，「みんながよい」と思える解決策はどうある

べきか，シートに「みんな」という言葉を示すこと

で，その転換点を可視化している。このように，

「合意形成ステップシート」に自分の考えを書く時

間を設け，すべての児童に思考する機会を確保する

ことで，考えを明確にして合意形成に関わることが

できると考える。さらに，このシートを有効に活用

して合意形成を図るためには，意見を関わり合わせ

る過程が大切であると考える。 

(2) 「合意形成ステップシート」を活用する学

級会にするために 

杉田（2013）は，話合い活動において，合意形

成  
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成のための「思考力・判断力・実践力」を育てるた

めに，図２のような考え方についての指導や助言が 

大切であると示している。収束的・収斂的思考の場

面で，「合意形成ステップシート」に整理されたこ

とを，図２に示す考え方で，互いの意見を関わらせ

ながら合意形成をする必要があると考える。そのた

めの45分間の話合い活動の過程を図３に構想図とし

て示す。「合意形成ステップシート」に沿った，教

師が指導すべき，司会者の進行の言葉と，図２の考

え方による合意形成のための言葉を下段に示してい 

 

る。児童には，下段を基に作成した，発達段階に応 

じた話合いの手引を持たせ，全体で意見を交流させ

ていく。また，中段には，話合い活動のどの場面

で，「合意形成ステップシート」に考えを書き，再

思考をするのかを板書の流れと併せて示している。

話合いが深まらなかった場合は，上段の話合いのプ

ロセスのどこが不十分であったのか等，検証，評価

することもできる。また，この構想図を基に，計画

委員会で，司会や記録者に話合いの見通しをもたせ

る。同時に，合意形成とは何か，そのためにどのよ

うな考え方や方法で話し合っていくのかについて，

事前に学級全体で共通理解を図り，自己のめあてを

もつ場面を設定する必要があると考える。 

(3) 学級活動（２）で共通理解を図ることにつ

いて 

文部科学省／国立教育政策研究所教育課程セン

ター（平成26年）は，学級活動（２）について，学

級活動（２）の授業では，教師が，児童の問題意識

を高め，適切な情報を提供しながら，児童が自分に

合った具体的なめあてや方法を自己決定できるよう

にすると示している。そこで，学級活動（２）の共

通事項「ウ 望ましい人間関係の形成」の学習で，

相手の立場に立って考え，よりよい問題解決をする

ための考え方を理解したり，「ア 希望や目標を

もって生きる態度の育成」で，学級会オリエンテー 

 

・それぞれの考えの違いやよさをくらべやすくするため

に，「似た意見をまとめる」「いくつかに分類してみ

る」などの考え方 

・建設的な話合いにするために，「相手の意見を尊重し

た言い方」「ただ反対でなく問題点を指摘して改善を

求める」「折り合うためには少し譲って，相手の意見

を取り入れる」などの考え方 

・多様な意見を生かす話合いにするために「それぞれの

いいところを合わせる」「指摘された問題について改

善点を示す」「絶対賛成ではなくても条件付きで賛成

する」「両方のいいところを取り出して，新しい考え

を生み出す」などの考え方や判断の仕方 

 図２ 杉田による合意形成のための「思考力・判断力・実践

力」を育てるための考え方 

 

図３ 「合意形成ステップシート」を活用した話合い活動（１単位時間）の構想図 
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表３ 研究授業の概要    

授業 

内容 
学級活動（２） 学級活動（１） 

時 第１時 第２時 第３時 第４時 

合意

形成 

日常生活の様々な場面で合意

形成をする場面があることに気

付き，多面的・多角的に物事を

考え，問題解決をしていくこと

が大切であることを理解する。 

「合意形成ステップシート」を

使った学級会の進め方について体

験を通して理解する。 

「合意形成ステップシート」

を活用して，集団討議による合

意形成を図る。 

合意形成をしたことを基

に，全員で協力して決めたこ

とを実践する。また，合意し

たことに対する自分の関わり

について振り返る。 

題材 

議題 

「相手の立場になって考えよ

う」（ウ 望ましい人間関係の

形成） 

「学級会パワーアップ作戦！自分

もよくみんなもよい集団決定をし

よう」（ア 希望や目標をもって

生きる態度の形成） 

「１学期スマイル学年集会の

ゲームを考えよう」 

（話合い活動） 

 

「１学期スマイル学年集会を

開こう」 

（事後の活動） 

ね 

ら 

い 

自分とは異なる立場の考えを

理解したり，物事をいろいろな

面から考えたりして，よりよい

問題解決をするためにはどうす

ればよいのかを理解する。 

他人の立場を認めたり，理解し

ようとしたりしながら折り合いを

つけて合意形成をするよさに気付

き，問題解決に向けた話合いをす

ることができる。 

自分とは異なる立場の考えを

理解したり，物事をいろいろな

面から考えたりして，自分もみ

んなもよい遊びを決めることが

できる。 

集会の目的を考え，友だち

と仲良く活動したり，１学期

のお互いの頑張りを認め合っ

たりすることができる。 

授業

の 

展開 

１ アンケートを基に，意見が

ぶつかるときに納得できてい

ない人がいることに気付く。 

２ なぜ，うまく意見がまとま

らないのか原因を考える。 

３ どうすれば，自分もよく，

相手もよい解決策を見付ける

ことができるのかみんなで話

し合う。  

４ 自分の課題に合っためあて

を決める。 

５ 互いに自分の努力するとこ

ろを発表し合う。 

１ アンケートを基に，話合い活

動の学級の課題を把握する。 

２ 課題の原因について，司会側

と発言者側の視点から考える。 

３ 「合意形成ステップシート」

を用いた学級会の進め方を理解

する。  

４ 「合意形成ステップシート」

を使ってグループごとに「ミニ

学級会」を行う。 

５ 「ミニ学級会」の振り返りを

し，自分の努力するところを決

め，発表し合う。 

１ 始めの言葉 

２ 計画委員の紹介 

３ 議題の確認 

４ 提案理由，めあて，決まっ

ていることの確認 

５ 話合い 

 柱１「何の遊びにするか」 

 柱２「どんな工夫をするか」 

 柱３「係はどうするか」 

６ 決まったことの発表 

７ 話合いの振り返り 

８ 先生の話 

９ 終わりの言葉 

１ 始めの言葉でめあてを確

認する。 

２ 話合い活動で決まった遊

びをする。 

３ 話合い活動で出された

「心配意見」をもとに考え

られたオリジナルルールの

説明をする。 

４ １学期に頑張ったことを

それぞれ発表する。 

５ 集会活動の振り返りを振

り返りカードに書き，発表

する。 

６ 終わりの言葉 

 

ションを行い，合意形成までの過程を体験したりす 

る。これまでの話合い活動の課題を提示し，問題意

識を高めた上で，誰が司会になっても，合意形成の

ための働きかけができるように，グループごとに，

司会役，発言者役を順番に行い，合意形成までの過

程を体験を通して実感させたい。このように，学級

活動（２）の学習を通して，教師が意図的に，学級

や学校での生活をよりよくするための話合いの進め

方やよりよい合意形成の図り方について指導するこ

とを通して，学級全体が合意形成について共通理解

をすることができると考える。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 
「合意形成ステップシート」を用いて物事を多

面的・多角的に見たり，解決方法を考えたりした上

で，それらの考えを関わらせる話合い活動をすれ

ば，合意形成のための思考が促されるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
 

検証の視点と方法について，表２に示す。 

 

表２ 検証の視点と方法 

検証の視点 検証の方法 

○ 「合意形成ステップシート」を活用し

た話合い活動が有効であったか。 

１ 出された考えについて，価値や問題点

をくらべ，問題解決策を考えることがで

きたか。 

２ 「合意形成ステップシート」を用いて

意見を関わり合わせることができたか。 

３ 活動の目的に合ったよりよい内容や方

法について考えを再構成することができ

たか。 

○「合意形成

ス テ ッ プ

シート」の

分析・考察 

○授業記録の

分析・考察 

○事前・事後

アンケート

の分析・考

察 

 

Ⅳ 研究授業について 
 

１ 研究授業の内容 
○ 期 間 平成29年６月23日～平成29年７月７日 

○ 対 象 所属校第２学年（２学級39人） 

 

２ 研究授業の概要 

 研究授業の概要を，表３に示す。 
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３ 研究授業の実際 
(1) 学級活動（２）の学習の実際 
 第１時では，日常の生活場面から，意見が対立

した場面を想定し，自分の立場だけでなく相手の立

場にも立ち，多面的・多角的な意見を出し合わせな

がら合意形成の必要性について考えさせていった。

図４は，児童から出された意見の板書である。 

 

図４ 児童から出された意見の板書 

 

長所・短所から固有の価値や問題点を児童と共

に整理することで，違いや共通点に気付かせていっ

た。さらに，「二人が納得して，遊びを決めるには

どうしたらいいか」と相手の立場に立って考えさせ

ることで，児童から，次のような合意形成のための

考え方を導き出すことができた。 

児童が考えた「合意形成作戦」 

 

第２時では，「合意形成ステップシート」を用

いて，実際に小グループで「学級会オリエンテー

ション」として合意形成までのプロセスを体験し

た。その際に，図３で示した言語技術を，収束的・

収斂的思考を促すための話合いの手引として児童全

員に持たせた。司会役の児童は，「合意形成ステッ

プシート」に沿った話合いの進行だけでなく，相手

の意見を尊重するために，「よい意見をありがとう

ございます」という言葉を相手の発言に合わせて用

いながら，合意形成までの過程を体験した。 

これらの学習を通して，児童は，合意形成や，

「合意形成ステップシート」に沿った話合い活動の

流れについて理解し，「友だちの意見を聞いて，友

だちの気持ちを分かってあげる」「自分も，みんな

もよいように考える」等，次時の話合い活動のめあ

てを決めることができた。 

(2) 学級活動（１）の学習の実際 
 第３時の話合い活動で，１組では，「ドッジボー

ル」「鬼ごっこ」「あてっち」の中からどの遊びに

するのか，２組では，「手つなぎ鬼」「こおり鬼」

「しっぽとり」の中から，どの鬼ごっこにするのか

について，それぞれの学級で話し合った。第１時

で，児童が「合意形成作戦」として考えたものを，

絵カードの一覧にして手元に持たせた。児童は，合

意形成の絵カードと話合いの手引と「合意形成ス

テップシート」の三つを，思考の手助けとして持

ち，話合いに参加した。また，くらべ合う場面で

は，児童の意見をシートと同じ配列で板書に残し

た。それぞれの遊び固有の価値や問題点を見いだす

ことが難しかったため，教師が，板書を用いて，そ

れぞれの長所・短所の違いに気付かせた後に，児童

に，解決策やよさを生かし合うための策を考えさせ

た。児童は，他の児童が出した心配意見に対する解

決策をシートを用いて再思考した後，全体で交流し

合意形成に至った。「合意形成ステップシート」の

右欄を取り入れた話合い活動の板書を図５に示す。 

 

図５ 「合意形成ステップシート」の右欄を取り入れた話

合い活動の板書 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

「合意形成ステップシート」を活用した話合い

活動が有効であったかについて，次の視点に沿って

分析を行った。 

 

１ 出された考えについて，価値や問題点を

くらべ，問題解決策を考えることができた

か 
次頁図６に多面的・多角的思考についての事

前・事後アンケートの結果を示す。次頁表４，表５

には，それぞれの考えの価値と問題点についての

・また次作戦（大休憩はドッジボール，昼休憩は鬼ごっこをする。） 

・まぜまぜ作戦（二つのよい所を合わせて「あてっち」をする。） 

・半分ずつ作戦（10分ずつ二つの遊びをする。） 

・ちがうこと作戦（思い切って別の遊びをする。） 

・オリジナル作戦（二つの考えを合わせて，新ルールで遊びを作る。） 

 
「合意形成ステップシート」の右欄を板書に取り入れる

ことで話合いの収束場面で出された意見が板書に残り，

児童は手元にあるシートと板書を見くらべながら考えを

深めることができた。 
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「合意形成ステップシート」の児童の記述を示す。 

 

図６ 事前・事後アンケートの結果（多面的・多角的思考） 

 
表４ 価値についての記述 

 手つなぎ鬼 こおり鬼 しっぽとり 

児

童

Ａ 

四人になったら

二人ずつになる

のが楽しい。 

かたまっても，仲間に

タッチされたらまた動

けるのが楽しい。 

休憩時間にな

かなかできな

いから。 

児

童

Ｂ 

手をつなぐと友

だちになれる。 

友だちが助けてくれ

る。 

しっぽを取る

のが楽しい。 

 
表５ 問題点についての記述 

  手つなぎ鬼 こおり鬼 しっぽとり 

児

童

Ｃ 

こけたら，手を

つないでいる人

もこける。 

仲間にタッチされて

も，見張りの鬼がすぐ

にタッチしてきて楽し

くない。 

しっぽを取ら

れたらすぐに

終わってしま

う。 

児

童

Ｄ 

鬼の中で手を離

す人がいる。 

凍ったらみんながタッ

チしてくれなかったら

暇になる。 

しっぽを取る

ときにこけそ

うになる。 

 

図６の結果から，肯定的に回答した児童の人数

が増えており，授業前と授業後では，多面的・多角

的思考に対する児童の意識に高まりが見られる。こ

れまでの話合い活動では，それぞれの意見の違いが

不明確なまま，「自分がやりたいから」という理由

で話合いが進んでいたが，「賛成，反対に関わら

ず，よいことや心配なことについて考えましょう」

と司会が呼びかけ，「合意形成ステップシート」に

考えを書くための個人思考の時間を確保すること

で，同じ「鬼遊び」であっても，表４，表５に示し

たような違いを考えさせることができた。「合意形

成ステップシート」の特長を生かし，シートを縦の

関係で見て，意見の違いを認識したり，横の関係で

見て，一つの考えに対して価値と問題点を両面から

考えたりするなど，多面的・多角的に考察でき，収

束的思考を促すことにつながったと考える。 

図７ 事前・事後アンケートの結果（問題解決型思考） 

 

図７に，問題解決型思考についての事前・事後

アンケートの結果を示す。肯定的に回答した児童の

人数が増えており，児童の意識に高まりが見られ

る。どの児童も，心配な点に対する解決策を記述す

ることができ，「ドッジボールで，ボールが苦手な

人がいるならば柔らかいボールを使う」「こおり鬼

で凍った人がみんなに気付いてもらえないなら目立

つポーズをする」等の記述が見られた。問題点につ

いて十分に意見を出し合い，他の児童の心配な気持

ちに共感する場面を，話合い活動の中に意図的に作

ることで，相手の立場に立って考え，どうすればそ

の心配を無くせるかという問題解決型の思考が促さ

れたと考える。 

 

２ 「合意形成ステップシート」を用いて意

見を関わり合わせることができたか 
 これまでの話合い活動では，決まった児童が何

度も発表することが多かったが，「合意形成ステッ

プシート」に，予め自分の意見を書いておくこと

で，様々な児童が自信をもって発表することができ

た。どの意見についても長所・短所が挙がり，多様

な意見に触れることができたが，それぞれの児童の

発言がつながっておらず，「関わり合い」という点

では課題が残る。教師が，話合いのどこを深めさせ

たいのかという指導の意図をもち，「合意形成ス

テップシート」に考えを整理する時間と話合いの時

間の配分を司会者に助言する必要があった。また，

事前の活動である計画委員会の段階で，話合いの流

れの見通しを司会者に十分にもたせることができな

かったため，司会者が，話合いの手引の言葉を「自

分の言葉」として用いることができなかった。発言

者に対しては，「学級会オリエンテーション」で，

経験知を理由にして話すといった意見の述べ方の指

導も必要であったと考える。立場の違う者同士が互

いに質問したり，自分の経験と結び付けて意見交換

をしたりする時間を十分に確保できたら，さらに，

「深まり」のある話合いになり，話合いの過程に納

自分が賛成，反対に関わらず，それぞれの考えのよい面とよくな

い面を考えることができる。(人)       ｎ＝39 

 
 

出された考え同士をくらべて，同じ所や違う所を整理して考える

ことができる。(人)  ｎ＝39       
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得した上での合意形成になり得たと考える。 

 

３ 活動の目的に合ったよりよい内容や方法

について考えを再構成することができたか 
 図８に，収斂的思考についての事前・事後アン

ケートの結果を示す。 

図８ 事前・事後アンケートの結果（収斂的思考） 

 

図８の結果では，「とてもあてはまる」と回答

した児童が，11人増加した。黒板やワークシート

に，「みんなが」という言葉を示したり，児童が考

えた合意形成作戦を使ったり，「心配意見」に対す

る解決策を考えたりすることで，次に示すような

「みんながよい考えはどれなのか」と考えることが

できた。 

「合意形成ステップシート」の左欄の記述 

 

事後の活動では，決まった遊びについて，出さ

れた心配意見を基に「みんながよい」と感じられる

ルールや工夫について，ゲーム係で話し合った。そ

の時に，個々の考えが記述されている「合意形成ス

テップシート」を活用し，話合いでは出されなかっ

た少数意見も参考にすることができた。表６にその

内容を示す。 

 

表６ 心配意見を基にしたルールの工夫 

決まった遊び 心配意見 ルールの工夫 

 

ドッジボール 

ボールがこわくて楽し

めない人がいる。 

 

・柔らかいボールを使う。 

・男女別で行うが，勝敗は

男女合わせた外野の人数

で決める。 

 

こおり鬼 

凍ったまま気付いても

らえず，さみしい人が

いる。 

ずっと走っているので

疲れる人がいる。 

片手を上げるなど目立つ

ポーズをする。 

 

島鬼のように休憩できる場

所を作る。 

「合意形成ステップシート」を活用した学級会

の事後の活動では，「話し合ったことをみんなで

やってみて楽しかったですか」の質問項目に39人中

38人の児童が肯定的回答をしている。また，「話し

合った時には反対意見を言ったけど，楽しかった」

「話合いをしたら，けんかもなく，仲良くできたの

がいいと思った」等の記述から，合意形成した内容

に対して，児童が満足感を得られたことが分かっ

た。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
  

１ 研究の成果 

「合意形成ステップシート」は，物事を多面

的・多角的に見たり，解決方法を考えたりしなが

ら，合意形成のための思考を促すには有効であるこ

とが分かった。 

 

２ 研究の課題 
本研究では，お互いの意見を聴き合い，分かり

合おうとする「深まり」のある話合い活動には至ら

なかった。話合いを深めるために，話合い活動の中

で，シートに書かれた考えを基に，他の児童と意見

交換をしたり，相手の思いをもっと詳しく尋ねてみ

たりするような「関わり合い」のある場面を設定し

ていく必要があると考える。そのために，シートの

どの部分を中心に扱い，どこに論点をおいて話し合

わせるのかについて，発達段階に応じて整理し，今

後も本研究を継続して，合意形成のための思考を促

す学級活動について追究していく。 
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・みんなによい考えは「手つなぎ鬼」という考えです。わけは手

をつなぐと，友だちがもっと増えるかもしれないからです。 

・みんなにとってよい考えは「こおり鬼」という考えです。わけ

は，こおっても友だちが助けてくれるからです。心配意見や反

対意見に対して，こおっている友だちを目立たせるという解決

策を考えました。 

 

 


